
 
 

 

 

 

変更後の認定事業適応計画の概要の公表 

 

  １．変更認定をした日付 

  令和５年３月２８日（令和４年９月６日認定） 

 

  ２．変更後の認定事業適応事業者の名称 

    株式会社ＺＯＺＯ 

 

  ３．変更後の認定事業適応計画の内容 

（１） 事業適応に係る事業の目標 

    近年の気候変動等、ＳＤＧｓという観点から自社においても積極的に取り組み、企業全体とし 

てＣＯ２排出量の削減に取り組み、環境への負担を軽減していくことを目標とします。 

 

  （２） その事業の生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商品若し 

くは提供する役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標 

２０２２年度に事業適応を開始し、２０２３年度中に事業者全体として炭素生産性３３８．３％

向上させることを目標とします。 

 

  （３） 財務内容の健全性の向上を示す目標 

    ２０２３年度において、経常利益を計上することを目標とします。 

 

  （４） 事業適応の類型 

エネルギー利用環境負荷低減事業適応 

 

  （５） 計画の対象となる事業（日本標準産業分類における中分類名称及びその分類コード） 

    無店舗小売業（６１）  

インターネットを通じた衣類等の販売に要する商品保管倉庫の設備 

 

  （６） 事業適応の具体的内容 

    【習志野１】 

インターネットを通じた衣類販売の物流拠点倉庫において、２０１５年８月から使用してい

たＬＥＤ蛍光灯を埋込式照明であるＬＥＤベースライトに交換する工事を２０２２年７月か

ら実施します。従来はＬＥＤ蛍光灯を９，３８６本使用していましたが、工事後は従来の半

数の４，６９３本の見込みとなります。よって、年間の総電気使用量は１０％以上の削減が

見込まれます。工事完了時期は、２０２２年９月を予定しております。  

また、空調設備のＡＩを活用したエネルギー・マネジメント・サービス（ＥＭＳ－ＡＩ）の

導入を検討し、２０２０年度に当該倉庫２階にて実証実験を行った結果、２０１９年度の電



 
 

 

 

気使用量に対して約３０％の削減効果が認められました。２０２２年８月から当該倉庫全体

の空調設備を従来品からＥＭＳ－ＡＩ対応品へと交換する工事を実施しており、２０２３年

６月に引き受け、実稼働を予定しております。 

    【つくば３】 

脱炭素化と今後の事業拡大に備え、つくば市に新たな物流拠点倉庫、ＢＡＳＥつくば３を設

け、２０２３年８月からの稼働を予定しております。 

従来、手作業で行っていた商品仕分け等の作業を自動化するとともに、消費電力に再生可能

エネルギーを１００％導入することにより、大幅な脱炭素化を見込んでおります。 

 

  （７） 事業適応の開始時期及び終了時期 

開始時期：２０２２年９月 

終了時期：２０２４年３月 

 


